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海外新医薬品事業 ヘルスケア事業

ジェネリック（後発）医薬品事業 その他事業

主力商品 主力商品

「ガチフロキサシン」、広範囲抗菌点眼剤「ザイマー」 哺乳ビン・乳首消毒剤「ミルトン」、基礎化粧品「トリニ
ティーライン」

　海外新医薬品他では、広範囲抗菌点眼剤「ザイマー
（導出先：米国アラガン社）」のロイヤリティ収入の減少（為
替変動の影響等）及びその他の一時金収入の減少により売
上は37億55百万円（前年同期比13.4％減）となりました。
また、「ウリトス」の中東・北アフリカ13ヵ国における独占的
な販売権を供与する基本契約を2009年2月にSaudi 
Pharmaceutical Industries & Medical Appliance 
Corporation（サウジアラビア）と締結しました。
　海外開発の進展状況としましては、米国等において実
施しておりました糖尿病治療薬「KRP－104」のPhⅡa臨
床試験を2008年8月に終了しました。
　2010年3月期の海外新医薬品売上高は広範囲抗菌
点眼剤「ザイマー」の売上減少等が予想され、前年同期比
11億円減の27億円を見込んでいます。

開始いたしました。また、2008年10月に潰瘍性大腸
炎・クローン病治療剤「ペンタサ錠500（剤形追加）」を新
発売しました。 加えて、「ペンタサ」におきましては、
2008年12月に潰瘍性大腸炎の活動期における用法・
用量の追加承認（4,000ｍｇ／日、2回に分けて投与）を
取得いたしました。
　生産面では、杏林製薬（株）能代工場(秋田県)及び岡谷
工場(長野県)、キョーリン リメディオ（株）井波工場(富山
県)の3工場において効率的かつ安定的な生産体制の構
築に努めております。当期におきましては、2008年10
月1日に実施しました日清キョーリン製薬（株）の吸収合
併に伴い、日清キョーリン製薬（株）大阪工場で生産して
おりました「ペンタサ」を岡谷工場、能代工場へ製造移管

　一般用医薬品他では、杏林製薬（株）及びキョーリン リ
メディオ（株）の一般用医薬品等の売上が前年を下回った
ものの、製剤技術を応用した化粧品事業を行うドクター 
プログラム（株）の売上は増加しました。また同社の決算
期の変更（1月31日から3月31日へ変更、連結対象期
間：14ヶ月）も売上増加に寄与いたしました。その結果、
ヘルスケア事業の売上は77億25百万円（前年同期比
5.9％増）となりました。なお、ドクタープログラムの決
算期変更は同社の親会社である株式会社キョーリンの事
業年度が毎年4月1日から翌年3月31日であるため、効
率的な業務執行を目的とし実施するものであります。
　2010年3月期のヘルスケア売上高は、前年同期比1
億円増の78億円を見込んでいます。

し、生産を開始いたしました。また、当社グループの生産
体制の全体最適化（生産効率・リスク回避・安定供給）の
一環として、技術的に確立している杏林製薬（株）の主要
製品を、能代工場からキョーリン リメディオ（株）井波工
場へ製造移管いたしました。当社グループでは、今後と
も高品質の製品を効率的に生産し安定的に供給できる体
制の構築を目指します。
　2010年3月期の国内新医薬品売上高は、主要製品で
ある「キプレス」「ムコダイン」「ペンタサ」「ウリトス」の売
上伸長を見込みます。また、2008年10月に実施しまし
た日清キョーリン製薬(株)の吸収合併によりシナジー効
果の更なる実現を目指し、前年同期比42億円増の761
億円を予想しています。

　後発医薬品では、キョーリン リメディオ（株）を主体とす
る売上が、日清キョーリン製薬（株）からの承継品の売上
及び2008年7月に発売しました追補品の売上等により
大幅に増加し、62億64百万円（前年同期比23.1％増）
となりました。
　2010年3月期の後発医薬品売上高は、日清キョーリン
製薬(株)からの承継品の年間フル寄与、追補品・重点商品
の売上増加、キョーリン リメディオ(株)の決算期変更（1月
31日から3月31日へ変更、連結対象期間：14ヶ月）により
前年同期比24億円増の87億円を見込んでいます。

　販売促進・広告の企画制作関連事業を行う子会社の杏文
堂は、事業基盤の強化に直結する効率的な施策の実施や
人材の増強をはじめとする体制の強化に取り組むことで業
績の向上を図ります。一方で、キョーリングループ全体の
包材購買の集約などの経費削減に向けた業務も進めてま
いります。
　販売促進・広告の企画制作事業他の当期の売上高12億
8百万円（前年同期比14.6％増）の実績となりました。
　2010年3月期の販売促進・広告の企画制作事業他の売
上高は、前年同期比1億円減の11億円を見込んでいます。
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